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　私は韓国の慶州市の職員です。慶州市は宇佐市と長い間、友好な関係を築いて
おり、交流の一環として私が派遣されました。最初は慣れない環境に緊張してい
ましたが、部署の方々からたくさんサポートしていただきました。日本に来てか
ら約３カ月が経ち、今では宇佐が故郷のように感じられます。宇佐の第一印象は、
自然が美しいことです。特に、広がる田んぼに夕焼けの空が映る風景はとても素
晴らしく、何度も写真を撮りました。また、公務員としての視点から見ても、日
本の公共サービスは素晴らしいと感じました。困ったことがあれば対応してくれ
るため、本当に日本は親切な国だと実感しました。生活面
でも宇佐はきれいなまちで、食べ物も多様なので毎日の食
事の時間が楽しみです。今後も宇佐市と慶州市の良い関係
が続くことを願っています。
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市長コラム

　このコーナーでは、戦後 75年以上経って体験者の声が薄れゆく中、戦争の実像を伝えるためにこれま
で収集した資料や今に残る戦争遺構にまつわる「記憶」を紹介していきます。

■ 戦争関連資料を収集しています。提供していただける方は社会教育課 文化財係（☎ 27-8199）
にご連絡ください。資料は平和の尊さを学ぶために活用いたします。

問合せ　社会教育課 平和ミュージアム建設準備室（☎ 27-8200）
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邪
馬
台
国
〜
清
張
の
推
理
〜
　
そ
の
３

宇
佐
市
長
　
是
永
修
治

が
弱
る
と
、
狗
奴
国
は
再
び
侵
攻
。

卑
弥
呼
の
援
軍
要
請
に
帯
方
郡
は
応

え
る
こ
と
が
で
き
ず
滅
亡
。
卑
弥
呼

の
死
後
、
代
わ
っ
た
台と

よ与
は
新
た
に

朝
鮮
半
島
を
支
配
し
た
勢
力
（
後
で

詳
述
）
と
連
携
し
狗
奴
国
を
撃
退
。

な
お
、
当
時
の
畿
内
に
は
大
和
王
朝

な
ど
の
別
の
ク
ニ
が
あ
っ
た
」
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
清
張
説
に
賛
同
す
る
一
人
で

す
が
、
一
つ
だ
け
異
な
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
筑
後
国
山
門
郡
に
あ
っ
た

邪
馬
台
国
は
、
常
に
狗
奴
国
か
ら
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
カ
リ
ス

マ
王
で
あ
る
卑
弥
呼
は
安
全
か
つ
神

聖
な
場
所
で
鬼
道
に
専
念
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
場
所
こ
そ
宇
佐
神

宮
が
鎮
座
す
る
宇
佐
の
地
で
あ
っ
た

と
私
は
思
う
の
で
す
。
続
く
。

　
邪
馬
台
国
は
筑
後
国
山や
ま
と
ぐ
ん

門
郡
（
福

岡
県
柳
川
市
・
み
や
ま
市
付
近
）
に

あ
っ
た
と
清
張
は
結
論
付
け
ま
し

た
。『
魏ぎ

し志
倭わ

人じ
ん
で
ん伝

』
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、
清
張
説
の
風
景
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
み
ま
す
。

　
「
邪
馬
台
国
は
筑
後
川
の
肥
沃
な

土
地
で
農
業
を
営
む
農
耕
民
族
国
家

だ
っ
た
。
そ
の
南
に
は
狩
猟
民
族
の

狗く
な
こ
く
奴
国
（
熊
本
県
菊
池
市
付
近
）
が

あ
り
、
邪
馬
台
国
の
富
を
長
年
に
わ

た
り
略
奪
し
て
い
た
」

　
「
邪
馬
台
国
は
狗
奴
国
か
ら
の
防

衛
策
と
し
て
、
後
漢
滅
亡
後
に
勃
興

し
た
魏
と
連
携
を
模
索
。
鬼
道
を
操

る
卑
弥
呼
を
立
て
、
２
３
９
年
、
魏

の
帯
方
郡
か
ら
「
親
魏
倭
王
」
の
金

印
な
ど
の
獲
得
に
成
功
。
伊い

と都
国こ

く
に

あ
っ
た
一い
ち
だ
い
そ
つ

大
率（
帯
方
郡
の
軍
政
官
）

の
指
導
の
下
、
邪
馬
台
国
以
北
の
30

余
の
ク
ニ
と
連
携
し
な
が
ら
狗
奴
国

を
牽
制
、
平
和
を
保
っ
た
」

　
「
魏
・
呉
・
蜀
三
国
の
争
乱
で
魏

画像提供 /
大阪府立弥生博物館

鏡を掲げる卑弥呼

郷土将兵慰問写真帳

　豊川村（現・宇佐市豊川）の銃
じゅうご

後奉
ほうこうかい

公会から出征
した兵士を励ますために贈られた写真集で、昭和 15
年 11 月 29 日発行。村長や村議会議員など村の指導
層や出征した軍人の家族などが写されています。当
時は日中戦争が始まっており、戦地の中国に出征し
た兵士にとっては、懐かしい故郷や家族を思い出し、
望郷の念を抱き慰められるものでもありました。




